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歴
史
改
富
の
狙
い
と
問
題
点

来
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
高
校
教
科
書
の
中
に
「愛
国
心
を
育
む
≒
皇
重
と
国
民
の
絆
」

「自
虐
史
観
を
排
し
」
な
ど
を
特
徴
と
す
る
日
本
史
教
科
書
が
あ
る
。

こ
の
教
科
書
は
育
隠
社
版
中
学
歴
史
と
運
動
さ
せ
て
中
高

一
貫
の

「愛
国
心
教
育
」
を
狙
っ
た
運
動
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
ｃ

一新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
系

教
科
書
の
高
校
版
と
い
え
る
明
成
社
版

【最
新
日
本
史
』
も
文
部
科
学
省
の
二
〇

一
一
年
度
検
定
に
合
格
し
、

採
択
対
象
に

な

っ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
は
、

改
憲
を

め
ざ
す
右
翼
組
織
　
日
本
会
議

（注
１
）

が
編
集
し
た
も
の
で
、

明
成
社
は
日
本
会

議
の
出
版
部
門
で
あ
る
。

軍

新
日
本
史
』
は
こ
の
一
三
年
度
版
か

ら
編
集
委
員
会
代
表
に
は
渡
部
昇

一

上
智
大
学
名
誉
教
授
が
な
っ
て
い
る
。

波

部
氏
は
、

歴
史
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、

南
京
大
虐
殺
事
件
や

「慰
を
婦
」
問
題
を

は
じ
め
、
日
本
の
侵
略
　
加
害
を
否
定
し
、

歴
史
を
歪
出
す
る
主
張
を
繰
り
返
し
て
い

る
右
派
知
識
人
の
中
心
人
物
で
あ
る
。

渡

部
氏
は
、

育
鵬
社
版
教
科
書
を
編
集
し
た

日
本
教
育
再
生
機
構

（注
２
ｃ

以
下
、

「再
生
機
器
じ

の

一教
科
書
改
善
の
会
」

の
六
人
の
世
話
人
の

一
人
で
あ
り
、

「再

生
機
構
」
が
発
刊
し
た

「１３
歳
か
ら
の
道

徳
教
科
書
』
（発
行
　
育
鵬
社
／
発
売

扶
桑
社
）
の
編
集
責
任
者
で
も
あ
る
。

検
定
事
例
が
示
す

未
成
勲
な
執
筆
と
編
集

『最
新
日
本
史
』
は
他
社
の
三
な
い
し
六

倍
の
一
三
六
カ
所
も
の
検
定
意
見
が
つ
け

ら
れ
修
正
を
重
ね
て
検
定
に
合
格
し
た
。

検
定
意
見
に
は
、

「現
在
の
学
説
状
況
に

照
ら
し
て
不
適
切
で
あ
る
」
一理
解
し
が

た
い
記
述
で
あ
る
」
な
ど
内
容
の
誤
り
を

指
摘
す
る
も
の
や
　
用
字
用
語
の
不
統

一
」

「誤
記
　
誤
植
」
の
指
摘
が
大
量
に
あ
る
。

執
筆
と
編
集
の
両
面
に
わ
た
っ
て
問
題
の

多
い
教
科
書
と
い
え
る
。

以
下
に
特
徴
的
な
検
定
例
を
紹
介
す
る

含
佐
器
は
窒
芽
一
．

○
南
京
大
虐
殺

＊
申
請
図
書

「そ
の
際
、

現
地
の
軍
民
に

多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。

な
お
被
害
者
数

や
実
態
に
つ
い
て
は
、

今
日
で
も
様
々
な

議
論
が
あ
る

（南
京
事
件
と

＊
修
正
後

「そ
の
際
、
日
本
軍
に
よ
つ
て

現
地
の
軍
民
に
多
く
の
死
傷
者
が
出
た

金
理
昼
幸
む
。
な
お
被
害
者
数
と
そ
の
実

態
に
つ
い
て
は
、

今
日
で
も
様
々
な
議
論

が
あ
る
」

米
現
行
版

（二
〇
Ｃ
三
年
版
）
で
は
、

「そ

の
さ
い
、
日
本
軍
に
よ
つ
て
非
戦
闘
員
に

多
く
の
犠
牲
者
が
で
た

（南
京
事
件
）。
こ

れ
は
、

戦
後
の
東
京
裁
判
で
大
き
な
問
題

と
さ
れ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

申
請
図
書
は
、

誰
に
よ
っ
て
死
傷
者
が

出
た
か
を
あ
い
ま
い
に
し
、

被
害
者
数
だ

け
で
な
く
事
件
そ
の
も
の
に
も
議
論
が
あ

る
な
ど
と
記
述
し
、

高
京
事
件
を
否
定
す

る
意
図
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、

文
科
省

は
南
京
事
件
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
検
定

意
見
を
つ
け
て
修
正
さ
せ
て
い
る
。
し
か

し
、

一‐実
態
に
つ
い
て
は
、

今
日
で
も
様
々

な
議
論
が
あ
る
」
と
し
た
こ
と
で
、

事
件

そ
の
も
の
に
疑
間
が
あ
る
と
読
め
、

巧
妙

に
否
定
論
に
道
を
つ
け
て
い
る
。

ち
な
み

に
、

育
鵬
社
版

「新
し
い
日
本
の
歴
史
』

に
も
同
様
の
記
事
と
検
定
に
よ
る
修
正
が

あ

っ
た
が
、

「犠
牲
者
数
な
ど
の
実
態
…

…
」
と
し
て
い
る
ｃ
こ
れ
に
比
べ
て
も
間

題
の
あ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、

俵
義
文

今
年
検
定
を
通
っ
た
明
成
社
版

「最
新
日
本
史
』

（編
集
委
員
会
代
表

・
渡
部
昇

一
）。

日
本
の
侵
略
　
加
害
の
事
実
を
否
定
す
る

記
述
に
対
し
て
、

検
定
が
十
分
に
機
能
し

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

検
定
制

度
を
維
持
す
る
以
上
、

文
科
省
の
責
任
が

田
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

○
創
氏
改
名
／
改
姓
名

＊
申
請
図
書

「明
治
十
年
代
か
ら
朝
鮮

台
湾
で
は
、
日
本
語
教
育
や
神
社
参
拝
、

日
本
式
に
氏
名
を
名
乗
る

（朝
鮮
で
は
創

氏
改
名
、

台
湾
で
は
改
姓
名
）
な
ど
の
皇

民
化
政
策
が
進
め
ら
れ
た
」

＊
修
正
後

「明
治
十
年
代
か
ら
朝
鮮
　
台
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湾
で
は
、
日
本
語
教
育
や
和
社
参
拝
、
日

本
式
に
氏
名
を
名
乗
ら
せ
る
創
氏
政
名

（朝
鮮
）、
改
姓
名

（台
湾
）
な
ど
の
皇
民

化
政
策
が
進
め
ら
れ
た
」

＊
現
行
版

「昭
和
十
年
代
か
ら
朝
鮮
　
台

湾
で
は
、
日
本
語
教
育
や
神
社
参
拝
、
日

本
式
に
氏
名
を
な
の
ら
せ
る
創
氏
改
名
な

ど
の
皇
民
化
政
策
を
お
し
進
め
た
」

現
行
本
で
は

一日
本
式
に
氏
名
を
な
の

ら
せ
た
」
と
し
て
い
る
の
に
、

申
請
図
書

で
は
、

そ
れ
を
自
主
的
に
名
乗
っ
た
か
の

よ
う
に
書
い
て
い
た
が
、

文
科
省
が
検
定

意
見
を
つ
け
て
現
行
本
と
同
趣
旨
の
内
容

に
修
正
さ
せ
た
。

喜最
新
日
本
史
」
の
検
定
例
は
こ
の
二
つ

以
外
に
も
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。

こ
の
教
科
書
の

愛
国
心
と
歴
史
観

通
常
、

教
科
書
は
四
年
ご
と
に
改
訂
す

る
が
、

「最
新
日
本
史
」
は

一
度
検
定
に

同
国
民
会
議

合
格
す
る
と

一
〇
年
間

一
度
も
改
訂
し
て

い
な
い
。
き
わ
め
て
壮
撰
で
無
責
任
な
教

科
書
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
は

「大
束
亜
戦
争
」
と
書
き
、

「戦
争
の
目
的
」

は

コ
旦
を
自
衛
と
大
束
亜
共
栄
圏
の
建
設
」

と
し
て
、

そ
れ
が
侵
略
戦
争
だ
っ
た
こ
と

を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

「昭
和
十
人

年
に
は
ビ
ル
マ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
日
本
軍

の
支
持
の
も
と
に
独
立
を
宣
言
し
」
と
、

日
本
の
戦
争
は
侵
略
戦
争
で
は
な
く
ア
ジ

ア
解
放
戦
争
だ
っ
た
と
印
象
づ
け
、
日
本

軍
を
高
く
評
価
し
て
い
る
．

ま
た
沖
縄
戦
に
つ
い
て
は
、

「軍
民

一

体
と
な
っ
て
上
陸
米
軍
と
激
し
い
戦
闘
を

続
け
た
。
さ
ら
に
、

特
攻
機
の
攻
撃
で
米

盤
隊
に
損
害
を
与
え
」
た
。

一‐中
学
生
は

…
…
あ
る
者
は
急
造
爆
雷
を
背
負

っ
て
敵

戦
車
に
突
入
し
、

あ
る
者
は
斬
込
隊
と
な

っ
て
敵
障
に
散
り
…
…
女
学
生
は
…
…
従

軍
看
護
婦
と
し
て
…
…
砲
弾
の
降
る
戦
場

で
傷
病
兵
の
看
護
に
当
た
っ
た
」
「約
千

四
百
名
の
中
学
生
、

約
四
百
名
の
女
学
生

が
そ
の
尊
い
命
を
捧
げ
た
」
と
い
う

「美

談
」
を
書
き
、
日
本
軍
に
よ
る
住
民
殺
害

や

「集
田
自
決

（強
制
集
団
死
と

の
強

制
な
ど
は

一
切
書
い
て
い
な
い
。

採
択
で
中
高

〓
買
を
狙
う

日
本
会
議
名
再
生
機
構
」

『最
新
日
本
史
」
の
二
〇

十
二
年
度
用
採

択
は
、

二
四
校
四
五
七

一
冊

（〇
　
八
％
）

で
あ
る
。

公
立
高
校
は
、

福
岡
県
立
高
校

六
校
と
広
島
県
呉
市
立
高
校
の
計
七
校

で
、

他
は
私
立
高
校
で
あ
る
ｃ

一
三
年
度
か
ら
使
用
す
る
高
校
教
科
書

は
今
年
人
月
末
ま
で
に
採
択
が
行
な
わ
れ

る
が
、

こ
の
明
成
社
版
の
採
択
を
せ
ま
る

右
翼
団
体
の
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

高

校
教
科
書
の
採
択
に
ま
で
こ
う
し
た
政
治

的
介
入
が
行
な
わ
れ
る
の
は
い
ま
ま
で
に

な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
中
心
は
、
日
本

会
議
で
あ
る
が
、

支
部
組
織
は

一
七
三
を

超
え

（
一
二
年
五
月
現
在
）、
日
本
会
議

地
方
議
員
遵
盟
の
正
会
員
は

一
一
〇
〇
人

を
超
え
て
い
る

（
一
二
年
二
月
現
在
）。

神
奈
川
県
で
は
、

育
鵬
社
　
自
由
社
版

採
択
で
も
活
躍
し
た

「教
育
を
よ
く
す
る

神
奈
川
県
民
の
会
」
な
ど
が
、

中
学
教
科

書
採
択
の
と
き
と
同
様
に
、

県
立
高
校
や

市
立
高
校
で

「教
育
基
本
法
や
学
習
指
導

要
領
改
正
の
趣
旨
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教

科
書
を
採
択
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
請
願

を
神
奈
川
県
議
会
や
川
崎
市
議
会
な
ど
に

提
出
し
、

両
議
会
と
も
そ
れ
を
採
択
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
が
今
後
各
地
で
起
こ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

警
戒
す
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、

育
鵬
社
版
歴
史
　
公
民
を
採
択

し
た
呉
市
の
市
立
呉
高
校
が
、

明
成
社
版

『最
新
日
本
史
』
を

一
〇
年
度
か
ら
採
択

し
て
い
る
。

呉
市
立
中
学
か
ら
市
立
呉
高

校
に
進
学
す
る
と
、

中
高
通
し
て
歴
史
改

貸
教
科
書
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
日
本
会

議
な
ど
右
派
勢
力
は
、

育
鵬
社
版
を
採
択

し
た
地
域
の
高
校
や
公
立
中
高

一
貫
校
で

の
明
成
社
版
採
択
を
め
ざ
し
、

「呉
方
式
」

の
全
国
化
を
ね
ら
つ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、

こ
う
し
た
動
き
に
は
と
く
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

コ再
生
機
構
」
は
、

機
関
誌

『教
育
再
生
』

一
二
年
五
月
号
か
ら

「史
上
最
悪
の
高
校

教
科
書
検
定
を
校
証
す
る
」
の
連
載
を
は

じ
め
、

高
校
教
科
書
へ
の

「偏
向
」
攻
撃

を
強
め
、

『最
新
日
本
史
』
採
択
活
動
を

は
じ
め
て
い
る
。

（泣
１
）
俣
〓丁
ネ
文
化
人
、

石
口
和
外
　
元
最
高
裁
判

所
長
官
が
呼
び
か
け
て

一
九
七
八
年
に
結
成
さ
れ
た

「元
号
法
制
化
実
現
国
民
会
議
」
が
、

元
号
法
成
立
後

に
改
親
さ
れ
た

一日
本
を
守
る
国
民
会
議
」
が
前
身
。

九
七
年
に
神
這
　
仏
教
系
宗
教
団
体
を
中
心
と
し
た

「
日
本
を
守
る
会
」
と
統
合
し
て
日
本
会
議
と
な
っ

た
。

初
代
会
長
は
塚
不
幸

一
氏
。

機
関
誌
は
月
刊

一日

本
の
息
吹
」
。

冒
車新
日
本
史
」
を
出
版
し
て
い
る
明

成
社
は
こ
の
組
織
の
出
版
部
門
で
あ
り
広
告
主
．

（注
２
）
二
〇
〇
六
年
に
保
〓ず
ネ
学
者
　
政
治
家
埜
す
が

発
起
人
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
間
教
育
団
体
ｃ

Ｏ

七
年
に
結
成
さ
れ
た

「改
正
教
育
基
本
法
に
基
づ
く

国
者

型
竹
会

新
編
日
本
史

最
新
日
本
史

1985
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ネ国内からも 「天皇の教科

乱 唯誌辞激科亀 と問

題になる

チララに明示した特徴

O長 い歴史における皇室
と国民の絆を記述する

C日 本人として愛情をも
つて、租先の偉業を敬慕
する

C日 本の建国神話や伝承

を記述する
14自虐史観、反自史観を

排し、大東亜戦争なと公
正に記述する

■-03

12001

~12

の
会
）
と
は

一
体
の
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は

日
本
会
議
関
係
者
が
多
い
。

理
事
長
は
内
紛
で
「新
し

い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
を
離
れ
た
八
木
秀
次
。

た
わ
ら
　
ま
し
ふ
み

卜
２‐
事
務
局
長
。

（教
科
書
改
善

『最新日本史』の歴史
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